
池
田
陽
平

提
出

学
位
申
請
論
文
（
課
程
博
士
）

『
平
安
時
代
に
お
け
る
天
台
教
団
の
神
祇
信
仰
と
寺
院
政
策
の
理
念
』
審
査
要
旨

論
文
の
内
容
の
要
旨

本
論
文
で
は
天
台
教
団
の
山
王
信
仰
と
国
家
の
寺
院
政
策
に
つ
い
て
検
討
し
、
論
じ
て
い

る
。全

体
を
三
部
構
成
と
し
、
第
Ⅰ
部
天
台
教
団
に
お
け
る
山
王
信
仰
の
発
展
、
第
Ⅱ
部
天
台
教

団
の
分
裂
と
国
家
の
寺
院
政
策
、
第
Ⅲ
部
院
政
期
に
お
け
る
嗷
訴
の
展
開
、
に
別
け
る
。
第
Ⅰ

部
は
第
一
章
に
大
比
叡
神
と
小
比
叡
神
と
題
し
、
比
叡
山
の
鎮
守
で
あ
る
日
吉
神
社
の
中
核
を

な
す
、
大
宮
（
現
西
本
宮
）
と
二
宮
（
現
東
本
宮
）
に
つ
い
て
、
景
山
春
樹
の
研
究
に
よ
り
、

大
宮
、
聖
真
子
、
客
人
の
「
西
本
宮
グ
ル
ー
プ
」
を
外
来
の
勧
請
神
、
二
宮
、
十
禅
師
、
八
王

子
、
三
宮
の
「
東
本
宮
グ
ル
ー
プ
」
を
在
来
の
地
主
神
と
す
る
考
え
が
、
現
今
一
般
的
と
な
っ
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て
い
る
が
、
こ
の
景
山
春
樹
の
史
料
と
し
た
永
承
二
年
（
一
○
四
七
）
の
成
立
と
云
う
『
日
吉

社
祢
宜
口
伝
抄
』
が
佐
藤
眞
人
の
文
献
考
証
に
よ
り
、
幕
末
維
新
期
の
偽
作
で
あ
る
こ
と
が
証

明
さ
れ
、
こ
の
段
階
で
、
小
比
叡
神
が
地
主
神
で
あ
り
、
大
比
叡
神
が
後
か
ら
勧
請
さ
れ
た
と

す
る
根
拠
は
消
滅
し
た
と
す
る
。
そ
し
て
、
伴
信
友
が
文
政
四
年
（
一
八
二
一
）
の
『
瀬
見
小

河
』（
四
之
巻
）
に
お
い
て
大
山
咋
神
は
大
比
叡
神
で
あ
り
、
小
比
叡
神
が
後
か
ら
と
す
る
論

を
是
と
し
、
幕
末
の
前
田
夏
蔭
、
明
治
初
年
の
栗
田
寛
、
さ
ら
に
明
治
四
十
年
の
辻
善
之
助
に

至
る
説
を
詳
細
に
紹
介
し
な
が
ら
論
破
す
る
。

ま
た
野
本
覚
成
を
引
き
、
小
比
叡
峰
は
八
王
子
山
で
は
な
く
、
釈
迦
岳
を
指
す
こ
と
を
述
べ

る
。そ

し
て
、
伴
信
友
が
否
定
し
た
山
王
神
道
の
教
説
は
、『
日
吉
社
祢
宜
口
伝
抄
』
の
成
立
を

受
け
、
学
問
的
な
粉
飾
を
得
、
学
会
の
通
説
と
し
て
復
活
す
る
。
そ
の
後
長
ら
く
、
通
説
の
枠

組
み
が
覆
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、『
日
吉
社
祢
宜
口
伝
抄
』
の
影
響
が
依
然
と
し
て
存
在
し

た
。
そ
の
原
因
は
、
上
述
の
研
究
史
が
正
し
く
理
解
さ
れ
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
論
の
根
拠
と
す
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る
と
こ
ろ
が
不
明
に
な
っ
た
た
め
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
か
く
し
て
、
山
王
神
道
の
教
説
は

『
日
吉
社
祢
宜
口
伝
抄
』
を
通
じ
て
、
な
お
命
脈
を
保
ち
続
け
た
の
で
あ
る
、
と
す
る
。

ま
た
山
王
祭
の
性
格
に
つ
い
て
、
景
山
春
樹
の
主
張
す
る
「
東
本
宮
グ
ル
ー
プ
」
の
祭
祀

は
、
独
立
し
た
も
の
で
は
な
く
、
西
本
宮
を
中
心
と
す
る
山
王
祭
の
一
連
の
流
れ
の
中
に
あ
っ

て
、
唐
崎
神
幸
の
準
備
段
階
と
し
て
、
位
置
付
け
ら
れ
る
も
の
と
す
る
。

第
２
章
で
は
、
円
珍
の
治
山
期
に
山
王
信
仰
の
画
期
の
あ
る
こ
と
を
述
べ
る
。

は
じ
め
に
島
地
大
等
の
論
を
引
き
、
最
澄
と
円
仁
の
場
合
に
は
、
入
唐
に
際
し
て
、
神
祇
と

の
関
係
が
重
視
さ
れ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
こ
れ
を
山
王
に
祈
願
し
た
形
跡
が
な
い
。
特
に

円
仁
に
つ
い
て
は
、
山
王
と
の
関
わ
り
を
示
す
伝
承
が
な
い
。
一
方
で
円
珍
が
入
唐
を
決
意
し

た
の
は
、
山
王
の
夢
告
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
、
両
者
の
関
係
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
と
す
る
島

地
の
指
摘
を
基
本
的
に
肯
首
す
る
と
し
な
が
ら
、
最
澄
が
入
唐
に
際
し
、
比
叡
神
に
祈
祷
を
行

っ
て
い
な
い
の
は
、
山
王
を
重
視
し
な
か
っ
た
の
で
は
な
く
、
比
叡
神
が
渡
海
に
関
与
す
る
性

格
を
有
し
て
い
な
か
っ
た
か
ら
だ
と
し
、
円
珍
の
段
階
に
お
い
て
は
、
比
叡
神
は
渡
海
を
守
護
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す
る
性
格
を
持
つ
に
至
っ
た
、
と
変
化
し
た
と
す
る
。

次
に
大
比
叡
神
の
法
号
の
問
題
を
あ
げ
る
。
大
比
叡
、
小
比
叡
と
聖
真
子
の
山
王
三
聖
に
は

法
宿
、
華
臺
、
聖
真
子
の
法
号
が
あ
る
が
、『
伝
述
一
心
戒
文
』
の
「
比
叡
法
宿
禅
師
」
は
最

澄
の
こ
と
で
あ
り
、
大
比
叡
神
で
は
な
い
こ
と
を
述
べ
る
。
そ
し
て
円
珍
の
入
唐
と
山
王
、
と

題
し
て
、
仁
和
三
年
年
分
度
者
の
問
題
を
あ
げ
、
こ
の
度
者
設
置
は
、
山
王
へ
の
報
恩
を
意
図

し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
単
に
、
円
珍
の
個
人
的
な
信
仰
を
満
足
さ
せ
る
に
止
ま
ら
ず
、

山
王
の
地
位
を
向
上
さ
せ
、
教
団
と
の
関
係
を
進
展
さ
せ
る
う
え
で
、
決
定
的
な
意
義
を
有
し

た
、
と
す
る
。

即
ち
、
第
一
に
、
比
叡
神
の
力
が
国
家
護
持
の
た
め
、
特
に
有
力
な
神
で
あ
る
こ
と
が
明
確

に
な
っ
た
。
あ
る
面
に
お
い
て
、
比
叡
神
は
、
賀
茂
、
春
日
両
神
と
も
同
等
の
資
格
を
持
つ
こ

と
に
な
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
。
ま
た
比
叡
神
が
延
暦
寺
の
「
法
主
」「
主
神
」
で
あ
る
こ
と
が

公
的
に
確
認
さ
れ
た
。
上
表
文
を
引
用
し
た
官
符
、
官
牒
の
発
給
に
よ
っ
て
、
延
暦
寺
の
教
団

運
営
は
、
山
王
の
加
護
を
仰
い
で
遂
行
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
が
、
国
家
に
よ
っ
て
認
定
さ
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れ
た
形
と
な
る
。
さ
ら
に
、
円
珍
は
表
文
中
で
、
延
暦
寺
（
比
叡
山
寺
）
の
創
建
、
大
乗
戒
壇

の
設
立
、
灌
頂
の
開
始
が
、
専
ら
「
主
神
」
で
あ
る
山
王
の
加
護
を
仰
い
で
行
な
わ
れ
た
こ
と

を
主
張
し
て
い
る
。
山
王
の
加
護
に
よ
る
開
創
以
来
の
天
台
宗
の
発
展
と
い
う
歴
史
観
が
、
こ

こ
に
表
明
さ
れ
た
の
で
あ
る
、
と
す
る
。

ま
た
仁
和
四
年
の
三
条
制
誡
に
つ
い
て
も
ふ
れ
て
い
る
。

第
３
章
で
は
、
山
王
三
聖
受
戒
説
の
形
成
過
程
に
つ
い
て
、
義
源
が
山
王
神
道
の
所
説
を
集

成
し
、
編
纂
し
た
『
山
家
要
略
記
』
あ
る
い
は
、『
耀
天
記
』、『
厳
神
鈔
』
な
ど
の
関
係
記
事

を
引
い
て
検
討
し
、
そ
の
変
化
す
る
様
子
を
詳
し
く
述
べ
て
い
る
。

第
２
部
は
４
章
か
ら
第
８
章
ま
で
を
ま
と
め
た
も
の
で
、「
天
台
教
団
の
分
裂
と
国
家
の
寺

院
政
策
」
と
題
し
、
延
暦
寺
内
が
慈
覚
、
智
證
の
二
大
門
徒
に
分
か
れ
て
、
徐
々
に
抗
争
し
て

い
く
様
子
、
こ
れ
に
対
し
て
朝
廷
の
対
応
、
日
吉
神
、
日
吉
祭
の
関
係
、
さ
ら
に
新
羅
明
神
、

比
叡
新
宮
の
創
建
な
ど
に
つ
い
て
述
べ
て
い
く
。

第
４
章
延
暦
寺
に
お
け
る
伝
法
灌
頂
の
分
離
と
そ
の
背
景
で
は
、
延
暦
年
間
に
お
け
る
伝
法
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灌
頂
の
分
離
を
、
延
暦
寺
阿
闍
梨
の
補
任
手
続
き
の
推
移
か
ら
検
討
し
て
い
る
。
智
證
門
徒
の

伝
法
灌
頂
の
一
覧
表
、
慈
覚
門
徒
の
奏
状
作
成
者
と
授
業
の
師
の
表
を
あ
げ
な
が
ら
、
延
暦
寺

の
阿
闍
梨
選
出
の
母
体
が
、
慈
覚
、
智
證
の
両
門
に
限
定
さ
れ
て
き
て
い
る
こ
と
を
論
じ
る
。

な
お
延
喜
以
前
の
手
続
、
八
宗
体
制
と
師
資
相
承
に
つ
い
て
も
ふ
れ
る
。

第
５
章
天
台
教
団
の
分
裂
で
は
、
前
章
で
二
大
門
流
と
な
っ
た
慈
覚
、
智
證
両
門
が
、
対
立

抗
争
を
顕
在
化
さ
せ
る
天
元
年
中
か
ら
、
正
暦
四
年
の
教
団
分
裂
に
至
る
間
の
経
緯
を
検
討
し

て
い
る
。

ま
ず
、
天
元
三
年
（
九
八
○
）
四
月
一
日
、
座
主
良
源
が
山
王
三
聖
の
為
に
全
山
を
挙
げ
て

金
剛
般
若
経
の
転
読
を
行
い
、
不
参
の
徒
七
百
人
を
除
名
、
追
放
し
た
こ
と
。
天
元
四
年
十
一

月
二
十
九
日
、
智
證
門
徒
貫
主
の
権
大
僧
都
餘
慶
が
法
性
寺
座
主
に
補
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
に

よ
り
、
慈
覚
門
徒
が
関
白
頼
忠
邸
に
乱
入
す
る
。
天
元
五
年
正
月
、
円
融
天
皇
は
蔵
人
掃
部
助

平
常
昌
を
差
遣
し
、
事
態
の
収
拾
に
当
ら
せ
た
。
こ
の
常
昌
が
登
山
し
た
折
、
綸
旨
を
下
し
て
、

座
主
良
源
を
詰
問
さ
せ
て
い
る
。
ま
た
永
祚
元
年
（
九
八
九
）
座
主
権
僧
正
尋
禅
の
辞
表
提
出
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に
よ
り
、
そ
の
後
任
に
大
僧
都
餘
慶
が
補
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
慈
覚
門
徒
が
反
発
す
る
。
こ

の
結
果
、
宣
命
使
右
大
弁
藤
原
在
国
を
差
遣
し
、
前
唐
院
の
慈
覚
大
師
廟
前
で
宣
命
を
読
ま
せ

た
。
そ
し
て
正
暦
四
年
（
九
九
三
）
に
闘
乱
事
件
が
起
り
、
天
台
教
団
は
分
裂
し
、
国
家
は
こ

れ
を
阻
止
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

第
６
章
延
暦
寺
山
王
院
と
智
證
門
徒
で
は
、
智
證
門
徒
の
中
核
寺
院
で
あ
り
、
円
珍
の
経
蔵

が
置
か
れ
て
い
た
山
王
院
と
千
光
院
に
つ
い
て
、
教
団
分
裂
前
後
、
諸
史
料
に
よ
り
そ
の
実
態

を
追
っ
て
い
る
。

第
７
章
天
台
座
主
の
任
命
原
則
と
園
域
寺
戒
壇
問
題
で
は
天
台
座
主
に
は
僧
綱
第
一
位
の
者

を
補
す
の
が
、
原
則
で
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
し
、
後
三
条
天
皇
の
延
久
三
年
十
月
二
十
九
日
の

日
吉
社
行
幸
、
延
久
四
年
十
月
二
十
五
日
の
北
京
二
会
の
開
始
、
新
羅
明
神
の
崇
り
に
よ
る
退

位
な
ど
を
ふ
れ
、
戒
壇
問
題
と
伝
円
珍
作
十
一
箇
条
遺
制
の
偽
作
な
ど
も
述
べ
る
。

第
８
章
永
保
元
年
の
二
十
二
社
奉
幣
、
で
は
、
永
保
元
年
十
一
月
の
日
吉
社
を
加
え
て
二
十

二
社
と
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
春
日
行
幸
中
に
園
域
寺
の
乱
逆
が
懸
念
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
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の
で
、『
水
左
記
』『
建
内
記
』
の
記
事
か
ら
だ
け
で
加
列
と
言
え
る
の
か
否
か
考
証
す
る
。

第
Ⅲ
部
は
、
院
政
期
に
お
け
る
嗷
訴
の
展
開
と
題
し
て
、
第
９
章
に
永
久
元
年
清
水
寺
別
当

人
事
に
つ
い
て
、
興
福
寺
、
延
暦
寺
が
行
な
っ
た
嗷
訴
、
こ
れ
に
対
し
「
法
に
任
せ
て
」
厳
重

に
対
処
す
る
方
針
が
打
ち
出
さ
れ
た
こ
と
。
以
後
も
こ
の
方
針
が
貫
か
れ
て
い
る
こ
と
、
第
１０

章
で
は
後
白
河
院
政
期
の
延
暦
寺
嗷
訴
を
、
第
１１
章
で
後
鳥
羽
院
政
期
の
延
暦
寺
統
制
と
、
朝

廷
側
の
対
応
の
あ
り
方
と
大
衆
の
動
き
が
、
神
祇
信
仰
と
の
深
い
関
係
の
上
に
展
開
し
て
い
る

こ
と
を
時
系
列
に
即
し
て
述
べ
て
い
く
。
先
行
研
究
を
見
直
し
な
が
ら
史
料
を
改
め
て
読
み
な

お
し
て
い
く
。
通
し
て
、
九
世
紀
よ
り
十
二
世
紀
に
至
る
所
謂
平
安
時
代
の
国
家
の
寺
院
政
策

と
、
天
台
教
団
の
神
祇
信
仰
を
通
観
し
て
い
る
。

論
文
審
査
の
結
果
の
要
旨

本
論
文
は
天
台
教
団
の
神
祇
信
仰
が
、
平
安
時
代
を
通
じ
て
、
変
化
し
、
発
展
し
て
い
く
状

況
を
、
国
家
の
寺
院
政
策
の
理
念
に
対
応
さ
せ
な
が
ら
詳
細
に
検
討
し
、
こ
れ
ま
で
に
通
説
化
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し
て
来
た
諸
論
を
確
認
し
、
批
判
し
、
原
典
の
読
み
直
し
に
よ
っ
て
自
説
を
展
開
し
た
も
の
で

あ
る
。

本
論
に
関
連
す
る
こ
れ
ま
で
の
論
文
も
多
く
、
史
料
も
比
較
的
多
い
と
言
え
る
が
、
こ
れ
ら

を
読
解
し
、
時
系
列
に
即
し
て
論
を
進
め
た
こ
と
は
、
各
論
の
随
所
に
詳
か
さ
と
な
っ
て
現
わ

れ
、
成
功
し
て
い
る
。

第
Ⅰ
部
第
１
章
で
、
大
宮
と
二
宮
の
関
係
に
つ
い
て
、
景
山
春
樹
の
説
を
否
定
し
、
伴
信
友

の
文
政
四
年
の
『
瀬
見
小
河
』
を
引
く
。『
延
喜
式
』
神
名
帳
で
は
近
江
国
滋
賀
郡
日
吉
神
社

名
神
大
一
座
で
あ
り
、
臨
時
祭
式
の
名
神
祭
条
に
は
日
吉
神
社
一
座
、「
比
叡
神
同
」
と
注
記

さ
れ
て
い
る
。『
三
代
実
録
』
貞
観
元
年
正
月
二
十
七
日
条
に
諸
神
同
時
神
階
奉
授
が
あ
り
、

従
二
位
勲
二
等
比
叡
神
を
正
二
位
に
、
従
五
位
下
小
比
叡
神
を
従
五
位
上
に
叙
し
た
と
あ
り
、

次
い
で
同
書
元
慶
四
年
五
月
十
九
日
条
に
は
、
正
二
位
勲
一
等
大
比
叡
神
を
正
一
位
に
、
従
五

位
上
小
比
叡
神
を
従
四
位
上
に
叙
し
た
こ
と
が
見
え
る
こ
と
な
ど
を
あ
げ
、
小
比
叡
神
が
後
か

ら
祀
ら
れ
た
神
で
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
、「
新
た
に
小
比
叡
神
を
祀
っ
た
の
は
、
山
岳
修
行
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を
日
常
の
行
と
し
た
延
暦
寺
僧
で
あ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
」
と
す
る
。
小
比
叡
神
が
小
比
叡

峰
の
神
で
あ
る
こ
と
は
良
い
と
し
て
、
ま
た
小
比
叡
神
が
五
位
以
上
と
な
っ
て
国
史
に
表
わ
れ

て
く
る
の
は
後
の
こ
と
で
あ
る
の
も
当
然
で
あ
る
が
、
何
時
か
ら
祀
ら
れ
た
か
に
つ
い
て
は
今

少
し
論
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。

次
に
大
比
叡
神
（
大
宮
）
は
三
輪
明
神
で
あ
り
、
小
比
叡
神
（
二
宮
）
を
「
地
主
」
と
す
る

通
説
の
根
拠
の
な
い
こ
と
を
論
破
し
、
こ
の
通
説
の
成
立
し
て
く
る
経
緯
を
詳
か
に
示
し
て
い

る
。
的
確
な
指
摘
と
言
え
よ
う
。

第
２
章
で
円
珍
と
山
王
三
聖
の
深
い
関
係
を
論
じ
て
い
る
。
仁
和
三
年
の
年
分
度
者
設
置
奏

請
、
仁
和
四
年
の
三
条
制
誡
と
円
珍
の
天
台
座
主
時
代
の
確
立
化
を
論
じ
、
円
珍
は
山
王
三
聖

の
加
護
を
仰
い
で
、
自
ら
の
職
務
を
遂
行
し
た
と
言
い
切
る
。
こ
れ
ま
で
の
先
行
研
究
も
利
用

し
て
は
い
る
も
の
の
上
手
に
論
を
進
め
て
い
る
。

各
章
毎
に
問
題
の
所
在
を
指
摘
し
な
が
ら
論
を
進
め
て
い
く
方
法
は
読
み
易
い
も
の
で
あ

る
。
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第
Ⅱ
部
の
天
台
教
団
の
分
裂
と
国
家
の
寺
院
政
策
は
本
論
文
中
か
な
り
力
の
入
っ
た
部
分
と

な
っ
て
い
る
。

延
暦
寺
の
灌
頂
は
、
円
仁
の
上
表
に
よ
っ
て
嘉
祥
元
年
に
認
め
ら
れ
、
翌
年
か
ら
恒
例
の
結

縁
灌
頂
が
開
始
さ
れ
、
斉
衡
元
年
官
許
に
よ
る
初
め
て
の
伝
法
灌
頂
が
行
な
わ
れ
た
。
当
初
は

阿
闍
梨
候
補
者
の
推
挙
と
伝
法
灌
頂
の
実
施
は
、
天
台
座
主
の
責
任
に
お
い
て
行
な
わ
れ
た
。

こ
の
手
続
き
が
後
に
慈
覚
、
智
證
両
門
の
間
で
分
離
す
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
岡
野
浩
二
、
堀

裕
な
ど
先
行
研
究
の
齟
齬
を
指
摘
し
な
が
ら
、
阿
闍
梨
の
補
任
は
国
家
の
制
度
に
よ
っ
て
行
な

わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
手
続
き
の
変
遷
に
つ
い
て
は
、
政
策
的
な
背
景
を
明
確
に
す
べ
き
で
あ

る
と
、
個
々
の
事
例
を
再
検
討
し
、
手
続
き
の
分
離
し
て
い
く
過
程
を
追
う
。
そ
し
て
国
家
は

一
貫
し
て
師
資
相
承
を
重
視
す
る
立
場
を
取
っ
て
お
り
、
八
宗
体
制
の
平
等
理
念
に
基
づ
い
て

政
策
が
遂
行
さ
れ
た
、
と
す
る
。

天
元
年
中
、
智
證
門
徒
が
下
山
に
追
い
こ
ま
れ
た
時
、
円
融
天
皇
は
勅
使
を
派
遣
し
、
座
主

良
源
を
詰
問
さ
せ
、
処
分
を
行
な
っ
て
い
る
。
こ
の
時
は
勅
使
一
人
の
派
遣
に
よ
っ
て
事
が
収

─ １１ ─



拾
さ
れ
た
と
す
る
。
永
祚
元
年
に
智
證
門
徒
の
餘
慶
が
座
主
に
補
さ
れ
る
と
、
僧
綱
の
指
示
に

よ
っ
て
慈
覚
門
徒
は
職
務
を
妨
害
し
、
辞
任
に
追
い
込
ん
だ
。
そ
の
過
程
で
慈
覚
門
徒
が
勅
使

を
攻
撃
し
、
公
卿
僉
議
に
お
い
て
、
こ
れ
を
罪
科
に
処
す
べ
き
こ
と
が
決
議
さ
れ
る
。
摂
政
兼

家
は
天
皇
大
権
を
代
行
し
て
「
非
常
之
断
」
に
よ
っ
て
宥
免
を
決
め
、
宣
命
使
を
差
遣
し
て
、

慈
覚
大
師
廟
に
お
い
て
門
徒
の
統
制
を
祈
念
し
、
門
徒
に
対
し
て
厳
重
な
警
告
を
行
な
っ
て
い

る
。
そ
の
後
正
暦
四
年
八
月
、
再
び
智
證
門
徒
が
下
山
に
追
い
込
ま
れ
る
。
朝
廷
は
数
千
の
武

士
を
動
員
し
、
検
非
違
使
と
と
も
に
慈
覚
門
徒
の
追
捕
に
当
た
ら
せ
た
。
し
か
し
官
兵
の
一
部

が
赤
山
禅
院
の
略
奪
に
及
ん
だ
こ
と
を
利
用
し
た
西
塔
院
主
院
源
の
奏
状
を
受
け
、
朝
廷
は
検

非
違
使
、
武
士
に
活
動
の
停
止
を
命
ず
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
に
慈
覚
門
徒
、
智
證
門
徒
が
分
裂
し
、
分
か
れ
て
い
く
状
況
と
、
そ
れ
に
対
し
国

家
、
朝
廷
が
ど
の
よ
う
に
し
よ
う
と
し
た
か
、
こ
と
詳
か
に
論
証
し
て
い
る
こ
と
は
大
い
に
評

価
で
き
る
。

第
Ⅲ
部
の
歴
代
の
嗷
訴
に
つ
い
て
も
詳
細
に
調
べ
た
点
は
評
価
で
き
る
。
但
し
従
来
の
研
究
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成
果
が
整
理
さ
れ
て
い
な
い
部
分
が
あ
り
、
分
析
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
結
論
が
、
先
行
研
究
の

ど
の
点
を
前
進
さ
せ
た
の
か
、
明
確
で
な
い
も
の
が
あ
る
。

平
安
時
代
の
数
百
年
間
に
都
に
近
い
地
に
あ
っ
て
、
律
令
体
制
が
崩
れ
、
中
世
に
向
う
変
化

の
中
で
、
朝
廷
と
深
い
関
係
に
あ
り
な
が
ら
、
二
門
の
争
い
が
進
み
、
朝
廷
を
悩
ま
せ
る
時
も

あ
る
中
で
、
比
叡
神
の
神
威
が
意
識
さ
れ
、
向
上
し
て
い
く
状
況
を
、
こ
と
詳
か
に
述
べ
て
い

る
こ
と
を
大
い
に
評
価
し
た
い
。

別
記
の
通
り
、
一
部
は
雑
誌
論
文
と
も
さ
れ
、
学
界
で
の
評
価
を
受
け
て
い
る
。
今
後
の
研

究
に
望
む
所
も
あ
る
が
、
本
論
文
の
提
出
者
池
田
陽
平
は
博
士
（
宗
教
学
）
の
学
位
を
授
与
せ

ら
れ
る
資
格
を
備
え
て
い
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。
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